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ホテル・旅館のバリアフリー化の現状等に関するアンケート調査結果 

 施設管理者関係団体に属するホテル・旅館及び団体に属さない大手チェーンのホ

テル・旅館に対して、バリアフリー客室の数等に係るアンケート調査を実施した。 

 

＜調査概要＞ 

調査対象 

・施設管理者関係団体（（一社）ホテル協会、（一社）全日本シティホテ

ル連盟、（一社）日本旅館協会、全国旅館ホテル生活衛生同業組合連

合会（当該旅館ホテル組合））に属するもののうち、E メールによる

回答が可能なホテル・旅館 

・その他の非会員系ホテル、旅館：数社 

配布方法 

・国交省から、各団体・会社を経由して依頼状・調査票（エクセル形式）

を E メール配布 

・全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会（当該旅館ホテル組合）所属

のホテル・旅館については、国交省から依頼状を配布し、調査票は事

務局 HP よりダウンロード 

回収方法 ・原則として、事務局宛てのメールにより回収 

主な 

調査項目 

・基礎情報、建物基礎情報 

・共用部分のバリアフリー化状況 

・バリアフリー客室の有無、情報提供・予約方法、タイプ別の室数・広

さ、整備時期・整備手法 

・高齢者、障害者等の利用しやすい客室の有無、タイプ別の室数・広さ 

・今後のバリアフリー客室、高齢者、障害者等の利用しやすい客室の整

備予定 

・客室全体、バリアフリー客室、高齢者、障害者等の利用しやすい客室

の平均稼働率 

・備品の貸し出しや高齢者、障害者等への配慮状況 

回答期間 
・2017 年 10 月 18 日～12 月 31 日 

（開始・終了時期は、団体・会社によって若干異なる。） 

回収数 ・606 施設 
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＜調査結果＞（n：回答施設数） 

A. 事業者基礎情報 

問 2 団体への所属状況    ■ 団体への所属状況別施設数（n=606､複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B. 建物基礎情報 

問 3 総客室数     ■ 総客室数別の割合（n=606） 

 101 室以上 200 室以下が最も多く

（28.4%）、次いで 49 室以下が多

い（25.7%）。 

 606 施設の総客室数は、102,766

室である。 

 

 

 

 

 

 

問 4 開業年（※本館、新館等がある場合は、最も古いものの開業年） 

 

 

 

 

 

 

 

■ 開業年別の割合（n=606） 

128

183

122

227

12

69

0 50 100 150 200 250

（一社）日本ホテル協会

（一社）全日本シティホテル

連盟

（一社）日本旅館協会

全国旅館ホテル生活衛生

同業組合連合会

（公社）国際観光施設協会

団体には所属していない

25.7%

20.5%
28.4%

25.1%

0.3%
49室以下(n=156)

50室以上100室以下

(n=124)

101室以上200室以下

(n=172)

201室以上(n=152)

不明(n=2)

80.2%

17.7%

2.1%

2006年以前(n=486)

2007年以降(n=107)

不明(n=13)
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問 5 建物の構造     ■ 構造別の割合（n=606） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 6 建物の階数     ■ 階数別の割合（単独施設の場合、n=554） 

 

 

 

 

 

 

52.5%
35.3%

3.3%

5.0% 1.7% 2.3%
ＲＣ造、ＳＲＣ造

(n=318)

鉄骨造(n=214)

木造(n=20)

混構造(n=30)

その他(n=10)

不明(n=14)

67.7%

26.7%

5.6%

２～10階(n=375)

11～20階(n=148)

21階以上(n=31)
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問 7 建物の延床面積等   

 建物の延床面積は、2,000 ㎡以上

5,000 ㎡未満が最も多く（31.0%）、

次いで5,000㎡以上10,000㎡未満

が多い（20.0%）。 

 606 施設（総客室数 102,766 室）

の、１室あたりの平均客室面積は

21.6 ㎡である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C. ホテル・旅館の共用部分 

問 8 車いす使用者用駐車場   ■ 車いす使用者用駐車場台数別の割合（n=606） 

 0 台が最も多く（32.5%）、次いで

1 台が多い（31.0%）。 

 

 

 

 

 

 

 

■ 建物延床面積（複合施設の場合には他の施設等を除く

延床面積）別の割合（n=606） 

10.2%

31.0%

20.0%

12.5%

16.8%

9.4% 2000㎡未満(n=62)

2000㎡以上5000㎡未満
(n=188)

5000㎡以上10000㎡未満
(n=121)

10000㎡以上20000㎡未満
(n=76)

20000㎡以上(n=102)

不明(n=57)

32.5%

31.0%

28.2%

2.1%
6.1%

０台(n=197)

１台(n=188)

２～９台(n=171)

10台以上(n=13)

不明(n=37)
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問 9 屋外の通路・建物の主要なエントランス（出入口）からフロント・ロビーまで、車いす使

用者が支障なく到達できるルート（経路）の有無 

 ルート（経路）が「ある」が最も

多く（77.4%）、次いで「ない」が

多い（15.0%）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 10 車いす使用者が利用可能なレストラン・食堂の有無 

 車いす使用者が利用可能なレスト

ラン・食堂が「ある」が最も多く

（79.2%）、次いで「ない」が多い

（19.5%）。 

 

 

 

 

 

 

 

問 11 車いす使用者が利用可能なトイレの有無（レストラン・食堂の内部、又は同一階） 

 車いす使用者が利用可能なトイレ

（レストラン・食堂の内部、又は

同一階）が「ある」が最も多く

（54.3%）、次いで「ない」が多い

（44.4%）。 

 

■ 屋外の通路・建物の主要なｴﾝﾄﾗﾝｽ（出入口）からﾌﾛﾝﾄ･

ﾛﾋﾞｰまで、車いす使用者が支障なく到達できるﾙｰﾄ（経

路）の有無別の割合（n=606） 

■ 車いす使用者が利用可能なﾚｽﾄﾗﾝ・食堂の有無別の割

合（n=606） 

■ 車いす使用者が利用可能なトイレの有無（ﾚｽﾄﾗﾝ・食

堂の内部、又は同一階）別の割合（n=606） 

79.2%

19.5%

1.3%

ある(n=480)

ない(n=118)

不明(n=8)

54.3%

44.4%

1.3%

ある(n=329)

ない(n=269)

不明(n=8)

77.4%

6.3%

15.0%

1.3%
ある(n=469)

主要なエントランス（出入

口）以外であれば、ルート

（経路）はある(n=38)
ない(n=91)

不明(n=8)
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D. 客室 

問 12 『バリアフリールーム』・『ユニバーサルルーム』等の UD ルームの有無、及び UD ルーム

の客室数 

 UD ルームの有無については、

「UD ルームはない」が最も多く

（312）、次いで「提示仕様を満た

した UD ルームがある」が多い

（194）。 

 提示仕様を満たした UD ルームの

数については、「1 室」が最も多く

（71.6%）、次いで「2 室」が多い

（12.9%）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ UD ルームの有無別施設数（n=606､複数回答） 

■ 提示仕様を満たした UD ルームの客室数別の割合

（n=194） 

194

99

312

6

0 100 200 300 400

提示仕様を満たしたUDルー

ムがある

提示仕様を満たしていない

UDルームがある

UDルームはない

不明

71.6%

12.9%

2.1%

3.1%

4.1%

2.6%

0.5%

1.5%

0.5%
0.5%

0.5%

１室(n=139)

２室(n=25)

３室(n=4)

４室(n=6)

５室(n=8)

６室(n=5)

７室(n=1)

８室(n=3)

９室(n=1)

10室(n=1)

11室～20室(n=0)

21室以上(n=1)
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問 13 UD ルームに関する情報提供（UD ルームのある施設のみ回答） 

 UD ルームに関する情報を「提供

している」が最も多く（68.4%）、

次いで「提供していない」が多い

（27.4%）。 

 UD ルームに関する情報提供の内

容は、「UDルームの有無」が最も

多く（187）、次いで「間取り図や

客室内・トイレ・浴室の写真」が

多い（66）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 14 UD ルームの予約方法   ■ UD ルームの予約方法（n=288、複数回答） 

 UD ルームの予約方法は、「電話」

が最も多く（281）、次いで「E メ

ール」が多い（127）。 

■ UD ルームに関する情報提供の内容（n=288、複数回答） 

■ UD ルームに関する情報提供の有無別の割合（n=288） 

68.4%

27.4%

4.2%

提供している(n=197)

提供していない(n=79)

不明(n=12)

187

66

32

7

0 50 100 150 200

UDルームの有無

間取り図や客室内・トイレ・浴室

の写真

備品（シャワーチェアや聴覚障

害者対応備品等）の貸し出しの

有無

その他

281

123

127

84

19

0 50 100 150 200 250 300

電話

FAX

Eメール

ホームページ

その他
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問 15 UD ルームのタイプ別室数、広さ、代表的な整備時期と整備手法（提示仕様を満たす UD

ルームがある施設） 

 タイプ別に見ると、「ツイン」が最も多く（213 室、平均面積：33.2 ㎡）、次いで「和洋室」

が多い（54 室、平均面積：60.5 ㎡）。 

 主な UD ルームの整備時期は「2007 年以降」が最も多く（41.2%）、次いで「2006 年以前」

が多い（38.7%）。 

 整備手法は「新築」が最も多く（46.9%）、次いで「改修」が多い（30.9%）。 

 

■ UD ルームのタイプ別数、広さ、代表的な整備時期と整備手法（n=194、複数回答） 

タイプ 客室数（368 室） 
代表的な室の広さ 

㎡（平均） 畳（平均） 

シングル 10 25.5 - 

ツイン 213 33.2 15.8 

ダブル 35 27.1 - 

和室 12 - 13.5 

和洋室 54 60.5 17.0 

その他 38 33.0 - 

不明 6 - - 

※代表的な室の広さは、回答のあったもののみ集計、平均の算出を行っている。 

■ 主な UD ルームの整備時期別の割合（n=194） ■ 主な UD ルームの整備手法別の割合（n=194） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

38.7%

41.2%

20.1% 2006年以前

(n=75)

2007年以降

(n=80)

不明(n=39)

46.9%

4.1%3.6%

30.9%

14.4%
新築(n=91)

建替(n=8)

増築(n=7)

改修(n=60)

不明(n=28)
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問 16 高齢者、障害者等の利用しやすい客室の有無等 

 高齢者、障害者等の利用しやすい

客室が「ない」が最も多く（82.7%）、

次いで「ある」が多い（12.9%）。 

 タイプ別に見ると、「ツイン」が最

も多く（1,891 室、平均面積：31.9

㎡）、次いでダブルが多い（800 室、

平均面積：31.2 ㎡）。 

 

 

 

 

 

■ 高齢者、障害者等の利用しやすい客室の数、広さ（n=78、複数回答） 

タイプ 客室数（3,327 室） 
代表的な室の広さ 

㎡（平均） 畳（平均） 

シングル 239 19.2 10.0 

ツイン 1,891 31.9 8.2 

ダブル 800 31.2 20.0 

和室 137 30.1 13.3 

和洋室 139 53.3 16.9 

その他 121 63.0 15.0 

※客室数と代表的な室の広さは、回答のあったもののみ集計、平均の算出を行っている。 

 

■ 高齢者、障害者等の利用しやすい客室の有無

別の割合（n=606） 

12.9%

82.7%

4.5%

ある(n=78)

ない(n=501)

不明(n=27)
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E. 今後の客室整備予定 

問 17 UD ルームや高齢者、障害者等の利用しやすい客室の整備予定（今後およそ 5 年以内）等 

① UD ルーム 

 「整備予定はない」が最も多く（90.9%）、次いで「整備予定がある」が多い（6.9%）。 

 「整備予定がある」施設における整備手法を見ると、「改修」が最も多く（83.3%）、次いで

「建て替え」が多い（9.5%）。 

 整備時期を見ると、「2020 年以前」が最も多く（57.1%）、次いで「不明」が多い（33.3%）。 

 整備予定室数は「不明」が最も多く（35.7%）、次いで「1 室」が多い（19.0%）。 

 

■ UD ルームの整備予定別の割合（n=606）     ■ UD ルームの整備手法別の割合（n=42） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ UD ルームの整備時期別の割合（n=42）     ■ UD ルームの整備予定室数別割合（n=42） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.9%

90.9%

2.1%

整備予定が

ある(n=42)

整備予定は

ない(n=551)

不明(n=13)

9.5%

7.1%

83.3%

建て替え(n=4)

増築(n=3)

改修(n=35)

57.1%

9.5%

33.3%

2020年以前

(n=24)

2021年以降

(n=4)

不明(n=14)

19.0%

16.7%

7.1%

2.4%
2.4%4.8%

7.1%

4.8%

35.7%

１室(n=8)

２室(n=7)

３室(n=3)

４室(n=1)

５室(n=1)

６室(n=0)

７室(n=0)

８室(n=2)

９室(n=0)

10室(n=3)

11室～20室(n=2)

21室以上(n=0)

不明(n=15)
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② 高齢者、障害者等の利用しやすい客室 

 「整備予定はない」が最も多く（86.1%）、次いで「整備予定がある」が多い（9.4%）。 

 「整備予定がある」施設における整備手法を見ると、「改修」が最も多く（89.5%）、次いで

「建て替え」が多い（5.3%）。 

 整備時期を見ると、「不明」が最も多く（47.4%）、次いで「2020 年以前」が多い（45.6%）。 

 整備予定室数は「不明」が最も多く（47.4%）、次いで「10 室」が多い（15.8%）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 高齢者、障害者等の利用しやすい客室の

整備予定別の割合（n=606） 

■ 高齢者、障害者等の利用しやすい客室の

整備手法別の割合（n=57） 

■ 高齢者、障害者等の利用しやすい客室の

整備時期別の割合（n=57） 

■ 高齢者、障害者等の利用しやすい客室の

整備予定室数別の割合（n=57） 

12.3%

8.8%

3.5%
1.8%
1.8%

5.3%

15.8%

1.8%
1.8%

47.4%

１室(n=7)

２室(n=5)

３室(n=2)

４室(n=1)

５室(n=1)

６室(n=0)

７室(n=0)

８室(n=3)

９室(n=0)

10室(n=9)

11室～20室(n=1)

21室以上(n=1)

不明(n=27)

9.4%

86.1%

4.5% 整備予定がある

(n=57)

整備予定はない

(n=522)

不明(n=27)

5.3%

3.5%

89.5%

1.8%

建て替え(n=3)

増築(n=2)

改修(n=51)

不明(n=1)

45.6%

7.0%

47.4%

2020年以前

(n=26)

2021年以降

(n=4)

不明(n=27)
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F. 客室の平均稼働率 

問 18 客室全体、UD ルーム、高齢者、障害者等の利用しやすい客室のそれぞれについて、平均

稼働率（およその%）（問 12 で、UD ルームが『ある』、又は問 16 で高齢者、障害者等の

利用しやすい客室が『ある』と回答した施設） 

 客室全体の平均稼働率は、「80%以

上 100%未満」が最も多く（30.8%）、

次いで｢不明｣が多い（30.5%）。 

 UD ルームの平均稼働率は、｢不

明｣が最も多く（36.1%）、次いで

「 60%以上 80%未満」が多い

（15.3%）。 

 高齢者、障害者等の利用しやすい

客室の平均稼働率は、｢不明｣が最

も多く（35.9%）、次いで「80%以

上 100%未満」が多い（17.9%）。 

 

 

 

 

 

■ 客室全体の平均稼働率別の割合（n=315） 

■ UD ルームの平均稼働率別の割合（n=288） 

■ 高齢者、障害者等の利用しやすい客室の平均稼働

率別の割合（n=78） 

0.3% 1.6%

7.9%

21.9%

30.8%7.0%

30.5%

20%未満(n=1)

20%以上～40%未満

(n=5)
40%以上～60%未満

(n=25)
60%以上～80%未満

(n=69)
80%以上～100%未満

(n=97)
100%以上(n=22)

不明(n=96)

11.8%

9.0%

9.7%

15.3%

13.2%
4.9%

36.1%

20%未満(n=34)

20%以上～40%未

満(n=26)
40%以上～60%未

満(n=28)
60%以上～80%未

満(n=44)
80%以上～100%未

満(n=38)
100%以上(n=14)

不明(n=104)

11.5%

5.1%

16.7%

12.8%17.9%

35.9%

20%未満(n=9)

20%以上～40%未

満(n=4)
40%以上～60%未

満(n=13)
60%以上～80%未

満(n=10)
80%以上～100%未

満(n=14)
100%以上(n=0)

不明(n=28)
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G. 備品の貸し出し、高齢者、障害者等への配慮 

問 19 高齢者、障害者等（視覚障害者、聴覚障害者、補助犬利用者等）への配慮として、客室へ

の貸し出しを行っている備品や対応） 

 「車いすの貸し出し」が最も多く（527）、次いで「シャワーチェアの貸し出し」が多い(240)。 

 

■ 客室への貸し出しを行っている備品や対応（n=606、複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H. 利用者への今後の情報提供に関するお考え 

問 20 本アンケートの一部についての、一般への情報提供（ホームページへの一覧表掲載等）の

可否についての考え 

 一般への情報提供「可」が最も多

く（60.9%）、次いで一部可が多い

（19.3%）。 

 

 

 

 

 

■ 一般への情報提供の可否についての考え別の割合

（n=606） 

527

240

35

97

90

21

30

0 100 200 300 400 500 600

車いすの貸し出し

シャワーチェアの貸し出し

聴覚障害者対応備品（室内信号装置等）の貸し出し、ま

たは客室へのフラッシュライト等の設置

部屋番号や客室内等の点字表記や浮彫表示

避難誘導のための触知図や点字表記

視覚障害者対応備品の貸し出し

その他

60.9%
19.3%

16.8%

3.0%

可(n=369)

一部可(n=117)

不可(n=102)

不明(n=18)
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■ 参考：各団体のホテル又は旅館数 

 
会員数 

ホテル又は

旅館数 
備考 

一般社団法人 

 日本ホテル協会 
－ 244 

うち、休業 3 

会員数は、正会員、名誉会員、特別会員、

賛助会員がいるが、いずれも「人」 

一般社団法人 

 日本旅館協会 
2,662 2,662 会員数と旅館数はほぼ同数 

一般社団法人 全日本

シティホテル連盟 
213 807 

会員ホテルは正会員 213 ホテルで、チェー

ンホテル含め合計 807 ホテル 

全国旅館ホテル生活 

衛生同業組合連合会 

会員数 

47 都道府県 

組合員数 

15,344 

15,334 

「全旅連」は中央連合体であり、「会員数」

は 47 都道府県組合で、「組合員数」は、

15,334（2016 年 12 月末現在） 

 

 


